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ここにあつまった
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　　　　1．　　こ　こ　 　に　　　　- あつま ーっ た　　　　　　　　　しゅの　め ぐ　み　う け た も  の
　　 2.   しゅの  み　　  - こ こ ろ   は　　　　　　はか  り     し れな い け ど

     3.    ここ   に　　 - あつま ーっ た　　　　　  あい　さ　 　れ た かみ の こ
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　　　　  しゅは　こ　　　  　の ばしょ  に　　　　　　と も　 に　お ら　れ ま す
　　　　　 いつ　 も　　　　  わ た し　は　　　　　　 み む　 ね　のなか に い る
　　　  　しゅは　み　　  　　こ こ ろ　を　　　　　  わたし　 とおし て  な さ る
[image: image3.emf]


　　　　  い つ　 も　　　 しゅだけ　 を　　　ほ  め　た  たえ つ い  て ゆ　く
　　　　　あ い　 と　　　  み こ と  ば　    わ  た  し    を あ ら  た に  し
 　　　   く る　 し　　　  み の な  か　    さらに  しゅ  を た よ  り ま  す

[image: image4.emf]


　　　　しれ　  ん　　　　　のとき　  も　　　    　しゅは　と　も にお られ　る
　　　　たお　  れる　　　　ときに　  も　　　　　　 さい   ご　はしょうりし　ます
　　　　くる　　し　　　　　みにか　　ち　　　　　　しゅを　ほ　め　た　たえ　る
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     　　しんこ　　う　　を　つ　 よ   く　　   しゅが　ま 　も   ら  れ   る
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      　や　み　の　な か　しゅの ひ　か　り  み ち   び   か れ     ま す
[image: image7.emf]


      び　　　　　　　か　  　　れ　　　　　ま　 　　　　す









あいの　かみさま！かみさまを　しらない　ひとに　イエスが


キリストであると　つたえる　でんどうでしに　ならせて　ください。


。イエス・キリストの　おなまえに　よって　おいのりします。アーメン　


























★みずの　そとに　いる　さかなは　どんな　かおを　しているのかな。


　みずの　なかに　いる　さかなは　どんな　かおを　しているのかな。


　さかなの　かおを　かいてみよう。





わ　　た　し　　　は　しょうりする　－　　　　　イエ　ス　さ　　ま　　の　こども　－





ヨハネ16:13


しかし、その�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かた),方)�、すなわち�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(まり),真理)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(みれい),御霊)�が�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(く),来)�ると、あなたがたをすべての�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しん),真)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(り),理)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(みちび),導)�き�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(い),入)�れます。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(みたま),御霊)�は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じぶん),自分)�から�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かた),語)�るのではなく、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(き),聞)�くままを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(はな),話)�し、また、やがて�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(お),起)�ころうとしていることをあなたがたに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しめ),示)�すからです。











すべての　ことを　しって　おられる　かみさま！だいすきな　パパと


ママが　ふくいんを　もっと　さとって、　イエス・キリストの　おなまえに


よって　ほんとうに　しあわせに　なりますように。イエス・キリストの　


おなまえに　よって　おいのりします。アーメン　








エペソ2:8


あなたがたは、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(めぐ),恵)�みのゆえに、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しんこう),信仰)�によって�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(すく),救)�われたのです。それは、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じぶん),自分)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じしん),自身)�から�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(で),出)�たことではなく、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かみ),神)�からの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(たまもの),賜物)�です。











あいの　かみさま！　にちように　きいた　みことばが　わたしの　


みことばに　なり、　いのる　かしこい　レムナントに　ならせて


ください。　きょうかいと　いえ、　そして　わたしが　いつも　


せいれいに　みたされますように。　イエス・キリストの　おなまえに　


よって　おいのりします。アーメン　





ちからの　かみさま！かみさまを　よく　しらないように　させて、　


かみさまを　しんじないように　させる　サタンを　イエス・キリストの　


おなまえによって　しばって　おいだして、　まいにち　しょうりする


ことが　できますように。イエス・キリストの　おなまえによって　


おいのりします。アーメン　











さかなが　みずの　なかに　いたのが　みずから　でたら


どうなるでしょうか。


かみさまの　かたちとして　そうぞうされた　ひとが


かみさまを　はなれたら　どうなるでしょうか。


さかなは　みずの　なかに　いきていなければ　ならないように


ひとは　かみさまに　であってこそ　しあわせに　


いきることが　できます。


まことの　しあわせの　みちは　ただ　イエス・キリストだけです








すいようび











あいの　かみさま。　かみさまの　こどもに　してくださって


しゅくふくを　くださって　ありがとうございます。くださった


しゅくふくを　あじわって　きょう　いちにちも　エリートとして


じゅんびする　いちにちを　おくらせて　ください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





あいの　かみさま！　いつでも　わたしと　ともに　いてくださって


ありがとうございます。ときどき　こわくて　おそれるときが　ありますが


イエス・キリストの　おなまえに　よって　かたせて　ください。


サタンに　だまされませんように。イエス・キリストの　おなまえに　


よって　おいのりします。アーメン　








★かみさまを　はなれた　ひとを　みしんじゃと　いいます。


　みしんじゃは　どんな　じょうたいに　いるのか　かいてみて　


　まわりの　みしんじゃに　イエス・キリストを　つたえましょう。

















みしんじゃ　じょうたい





１．（あくま）の　こどもに　なっています


２．（ぐうぞう）すうはいを　します


３．（せいしん）もんだいが　きます


４．（にくたい）もんだいが　きます


５．しぬと　（じごく）に　いきます


６．（れいてきに　こどもに　つたわって）いきます





どようび








サ    タ ン  に　 か　た　れた　－　　　　　キ　　リ　ス　　ト　　イエス　さま　－








てきである　あくま（サタン）がしんこうの　ひと　ヨブに


つづけて　くるしみを　あたえました。


しかし　ヨブは　すべては　かみさまの　みこころどおりに


なるという　しんこうが　ありました。


けっきょく、　かみさまの　やくそくを　にぎった　ヨブは


もっと　おおきくて　すばらしい　しゅくふくを　うけました。


いま　この　じかんに　かみさまの　こどもになった


しゅくふくを　しんじて　いのりで　しょうりしましょう。


　








★きょうかいの　にわに　レムナントが　あつまって　います。


　いっしょに　わけて　たべたい　ものの　えを　かきましょう。








★イエスさまが　キリストであると　しんじる　わたしは　しょうりする


　レムナントです。　たのしく　さんびしましょう








わたしは　しょうりします


さくし、さっきょく：ノ・スンヒ











わ   た し   は　 しょうりします　      イエ   ス さ   ま  の みな で -








★じを　なぞって　かきましょう




















�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しへん),詩篇)�78:71～72


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ちち),乳)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(の),飲)�ませる�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(め),雌)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ひつじ),羊)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ばん),番)�から�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かれ),彼)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(つ),連)�れて�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(き),来)�て、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(みたみ),御民)�ヤコブとご�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じぶん),自分)�のものであるイスラエルを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ぼく),牧)�するようにされた。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かれ),彼)�は、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ただ),正)�しい�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(こころ),心)�で�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かれ),彼)�らを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ぼく),牧)�し、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(えい),英)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ち),知)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(て),手)�で�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かれ),彼)�らを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(みちび),導)�いた。(71～72)








かみさまが　わたしんを　ふくいんが　うしなわれた　じだいを　


いかす　レムナントとして　よんで　くださいました。


イエスさまが　だれなのか　いうことが　できるでしょう。


かみさまを　はなれたら　どうなりますか。


かみさまが　くださった　７つの　しゅくふくを　ひとつずつ


おはなしして　かんしゃして　あじわいましょう。


きょうも　かていと　ようちえん（ほいくえん）で　


たのしく　まなぶ　いちにちを　すごしましょう。








かようび





ヨブ 110：3


そして�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),言)�った。「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わたし),私)�は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はだか),裸)�で�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はは),母)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たい),胎)�から�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(で),出)�て�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(き),来)�た。また、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はだか),裸)�で�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わたし),私)�はかしこに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かえ),帰)�ろう。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),主)�は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あた),与)�え、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),主)�は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(と),取)�られる。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),主)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みな),御名)�はほむべきかな。」ヨブはこのようになっても�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つみ),罪)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おか),犯)�さず、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぐち),愚痴)�をこぼさなかった。





もくようび





★レムナントは　れいと　まことによって　れいはいする　ものです。


　きょうかいに　いくときに　きていく　すてきな　ふくを　つぎの


　ページから　きりとって　はりましょう。








�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そうせいき),創世記)� 37:11


  �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(あに),兄)�たちは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かれ),彼)�をねたんだが、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ちち),父)�はこのことを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(こころ),心)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(と),留)�めていた。








きんようび





およげない　ひとは　おおきな　なみが　きたら　こわいでしょうが


およぐのが　じょうずな　ひとは　こわく　ありません。


イエス・キリストの　ちからを　しんじる　ひとは


もんだいが　きても　おそれません。　だまされません。


イエスさまは　キリスト、


すべての　もんだいの　かいけつしゃ　ですから。














かみさまは　きょうかいを　とおして


かみさまの　はたらきを　なさいます。


インターネットや　スマートフォンを　とおして　みことばを


きくことは　できますが、　きょうかいに　あつまって


いっしょに　れいはいを　ささげて　


いのって　まじわることが　じゅうようです。


キリストの　からだである　きょうかいが　けんこうであれば


わたしたちの　いえも　けんこうに　なり　いえが　けんこう


であれば　かぞくと　わたしも　けんこうで　


いることが　できます











だいすきな　パパ、　ママにも　れいてきもんだいが　あります。


かなしいけれど　パパとママにある　れいてきな　もんだいが


わたしにも　つたわって　きています。


しかし、しんぱい　いりません。　かみさまは　すべてのことを　


ごぞんじです。　すべての　もんだいの　かいけつしゃである


イエスさまが　えいえんに　わたしと　ともに　おられます。


パパ、ママの　ために　いのる　


さいこうに　すてきな　きょうに　なりますように。











わ  た し  は　しょうりします     　もん だ い に　 しょうりします





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しと),使徒)�16:15


そして、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かのじょ),彼女)�も、またその�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かぞく),家族)�もバプテスマを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(う),受)�けたとき、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(かのじょ),彼女)�は、「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(わたし),私)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しゅ),主)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ちゅう),忠)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(じつ),実)�な�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(もの),者)�とお�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(おも),思)�いでしたら、どうか、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(わたし),私)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(いえ),家)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(き),来)�てお�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(とま),泊)�まりください。」と�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(い),言)�って�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(たの),頼)�み、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(し),強)�いてそうさせた。











げつようび






































